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Ａ．研究目的 

本研究班では、2015 年に始まったてんかん診療拠点

病院システムを質・数ともに更に充実させるために、

拠点病院運営者を含む専門家会議を通じて問題点を

明らかにし、てんかん診療拠点病院を軸としたてん

かん医療を効果的に推進することを目的とした、「て

んかん拠点病院運用ガイドライン」を作成すること

を目標としている。 

てんかん診療拠点病院システムを効率的に運用する

ためには、広い医療圏を管轄することになる拠点病

院からは遠い地域の問題を解決する必要がある。そ

のためには、遠隔地で診療するプライマリ・ケア担

当医師に、てんかん診療拠点病院（てんかん専門医）

での診療が必要な患者を、漏らすことなく効率的に

紹介する役割を担ってもらう必要があり、その教育

研修が重要となる。 

認知症においては、2005 年より厚生労働省が「認知

症サポート医養成研修事業」として国立長寿医療セ

ンターに委託し、都道府県・指定都市が実施主体と

なり研修を開始し、2011 年より各地でフォローアッ

プ研修も開始されている。2015 年度の末には、全国

で 5,068 人が研修を修了し、現在の厚生労働省の目

標値として、2020 年で受講者累計 1 万人という数値

が掲げられている。 

てんかん診療においても、プライマリ・ケア担当医

の教育研修を行い、“てんかんサポート医”に育成し、

てんかん診療拠点と遠隔地の患者さんを効率的に結

びつける機能の充実が不可欠である。 

今回、プライマリ・ケア担当医のためのてんかん学

研修がどの程度、どこに存在するのか？実態調査を

行った。 

 

Ｂ．研究方法 

 日本てんかん学会の評議員 ML、日本小児神経学

会評議員 ML でアンケートを送り、メールで情報を

収集した（表 1）。 

 

（倫理面への配慮） 

公的に明らかになったデータを調査するため、該当

しない。 

 

Ｃ．研究結果 

1. セミナー形式の研修 

セミナー形式で研修は、アンケートから 33 件の情報

が得られ、1 件インターネット上から追加し、34 件

の研修を登録した（表 2）。東北大学てんかん学分野、

東京都立神経病院、静岡てんかん・神経医療センタ

ー、名古屋市のすずかけクリニックを中心としたグ

ループ、京都大学てんかん・運動異常生理学講座、

大阪市立大学を中心としたグループにより複数の研

修会が行われている。この他に、てんかんや脳波の

研究要旨 

目的：てんかん診療拠点病院から遠隔の地に生活する患者さんのてんかん診療レベルを向上させるため

には、プライマリ・ケア担当医の教育研修を行い、“てんかんサポート医”に育成する必要がある。プラ

イマリ・ケア担当医のためのてんかん学研修の実態調査を行う。 

方法：日本てんかん学会の評議員 ML、日本小児神経学会評議員 ML でアンケートを送り、メールで情

報を収集した。 

結果：セミナー形式の研修は 34 件の情報が得られ、①教育的講演・実習等による純粋な研修スタイル

（10 件）、②症例検討を主体とする中での研修（9 件）、③症例提示を主体とする学会スタイル（1 件）

に分類された。開催場所は、地域的には宮城県から宮崎県に分布し、北海道、北関東、北陸、沖縄など

の地区での開催実態の報告はなかった。個人での研修は 11 件の情報が得られ、システムとしてはレジ

デントが多く、採用就職が前提となるものが多い。 

考察：プライマリ・ケア担当医は内科・小児科・精神科などの開業医が多いと推定され、長期間のレジ

デント研修は難しく、セミナー形式の研修の実行性が高いのではと推測される。プライマリ・ケア担当

医のための体系立ったセミナー形式のてんかん研修を、全国各地で、効率的に開催して行く必要がある。 
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専門的知識習得を目指したセミナーが存在する。ま

た、製薬メーカーなどの WEB セミナーも不定期に

行われており、プライマリ・ケア担当医の教育研修

に資するものがある。 

各セミナーの研修内容方法は詳細情報が乏しいため、

①教育的講演・実習等による純粋な研修スタイルな

のか、②症例検討を主体とする中での研修なのか、

③症例提示を主体とする学会スタイルなのか、完全

には区別できていない。10 件は①教育的講演・実習

等による純粋な研修スタイル、9 件は②症例検討を

主体とする中での研修、1 件は③症例提示を主体と

する学会スタイルに該当すると推定される。 

開催場所は、地域的には宮城県から宮崎県に分布し、

北海道、北関東、北陸、沖縄などの地区での開催実

態の報告はなかった（図 1）。東北大主催のセミナー

はオンライン参加も可能で、ネット環境を整備すれ

ば遠隔地からの受講参加が可能である。 

 

2. 個人研修 

個人での研修は 11 件の情報が得られた（表 3）。東

北大学てんかん学分野、埼玉県立小児医療センター

神経科、静岡てんかん・神経医療センター、京都大

学てんかん・運動異常生理学講座、大阪市立大学、

大阪大学、岡山大学、福岡市立こども病院で可能で

ある。 

研修システムとしてはレジデントが多く、採用就職

が前提となるものが多い。静岡てんかん・神経医療

センターの Epilepsy Exposure Course（てんかん研

修初期コース）は数日から数週間の研修で、雇用形

態の変更は伴わない。また、臨床研究部外部研究員

は月に 1-4 回程度、定期的あるいは不定期に研修を

行うもので、時間の調整可能な時に研修を継続的に

受けていけるものである。 

実施場所は、地域的には宮城県から福岡県に分布し、

北海道、北関東、甲信越、北陸、四国、沖縄などの地

区での報告はなかった。 

 

Ｄ．考察 

てんかん診療拠点病院から遠隔の地に生活する患者

さんのてんかん診療レベルを向上させるためには、

プライマリ・ケア担当医の教育研修を行い、“てんか

んサポート医”に育成し、遠隔地の患者さんを効率的

にてんかん診療拠点に紹介することが不可欠である。

遠隔地のプライマリ・ケア担当医は多くは内科・小

児科・精神科などの開業医が多いと推定され、長期

間のレジデント研修は難しく、セミナー形式の研修

あるいは、オンデマンドでの個人研修が実行性があ

るのではと推測される。しかし、個人研修では研修

レベルの均一化が難しく、指導する側と指導を受け

る側の人数効率に問題があると思われる。 

認知症サポート医養成研修では、2 日間の研修を国

立長寿医療センターに委託し、都道府県・指定都市

が実施主体となり研修を開始している（図 2、図 3）。

2019 年度は東京都 2 か所、福岡県 1 か所、愛知県 1

か所、北海道 1 か所、大阪府 1 か所の 6 会場で、土

日に約 9 時間の講義と演習で行われている。また、

2011 年より各地でフォローアップ研修も開始され

ている。 

登録できた 34 件のセミナー形式のてんかん研修の

中で、①教育的講演・実習等による純粋な研修スタ

イルのものは 10 件あったが、多くが 1 日以内の会

期で、認知症サポート医養成研修のように 2 日間に

わたり体系的であると推測できたのは、てんかん学

研修セミナー（静岡てんかん・神経医療センター）

のみであった。 

今後、プライマリ・ケア担当医のための体系立った

セミナー形式のてんかん研修を、全国各地で、効率

的に開催して行く必要がある。また、認定“てんかん

サポート医”ができた暁にはフォローアップ研修も

確立していく必要がある。 

 

Ｅ．結論 

てんかん診療拠点病院システムの充実のためには、

拠点病院の充実のみならず、遠隔地患者のために、

プライマリ・ケア担当医を教育研修し、“てんかんサ

ポート医”に育成するための、セミナー形式のてんか

ん研修を全国各地で、効率的に開催して行く必要が

ある。 

 

Ｆ．健康危険情報 

特記すべきことなし。 
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表 1.評議員アンケート 
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図 1. プライマリ・ケア担当医向けセミナー形式研修の開催地分布  
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図 2. 平成 31年度認知症サポート医養成研修日程・会場 
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図 3.平成 31年度認知症サポート医養成研修時間・内容 

 

 


